
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
株式会社近鉄百貨店におけるＣＳＲ活動 
 
御社のＣＳＲ活動で、特に⼒を⼊れておられる分
野は何ですか。 
 
 株式会社近鉄百貨店では、さまざまな CSR活動
を⾏っていますが、特に環境活動に⼒を⼊れてい
ます。省資源・省エネルギーや廃棄物の削減、美
化活動、環境にやさしい商品の紹介などです。 
 
 
具体的には、どのような取組みを⾏っておられま
すか。 
 
 まず、省資源・省エネルギーに関する取り組み

については、節電キャンペーンの推進、簡易包装
の推進、コピー用紙等の節減が挙げられます。 
 簡易包装の推進については、近鉄オリジナルの
エコバックの販売も⾏っており、徐々に浸透して
きていると感じます。最近では、お客様の方から
「簡単な包装で良い」と⾔っていただくこともあ
ります。 
 
 また、廃棄物の削減としては、ごみの分別・軽
量化や、婦⼈服等のハンガーのリユース、生ごみ
のリサイクル推進などがあります。生ごみリサイ
クルは、株式会社 関⻄再資源ネットワーク（上本
町店）さんの協⼒を得て、肥料に加⼯しています。 
 美化活動では、店舗周辺の清掃活動や屋上緑化、
大阪府アドプトフォレスト制度を利⽤しての植林
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活動などがあります。 
 さらに、お客様へ環境にやさしい商品の紹介も
⾏っています。６月は環境月間ですので、エコフ
ェアを開催し、売り場でエコ商品を紹介する等の
活動を⾏いました。 
 
 
その取組みの成果、また社内での反応はいかがで
すか。 
 
 社内では省資源・省エネルギーやごみの分別の
ルールが徹底されており、環境の意識は浸透して
いると思われます。今後は、現在のモチベーショ
ンを保ちつつ、一層 CSR活動を進めていく必要が
あると考えています。 
 
 
今年（平成 23年）は、国連が定めた国際森林年
にあたり、それを記念してこのリレーエッセイを
実施しています。弘中さんは 、個⼈的に森林や⼭
に親しんだ経験はお持ちですか。 
 
 キャンプやバーベキュー、野球、フットサルな
ど、屋外でのレジャーやスポーツは好きですが、
森林や⼭に親しんだのは中学校時代に⾏った「森
林学校」くらいです。実は、虫や爬虫類は苦手で
す。 
 
 
大阪での森づくり活動 
 
アドプトフォレストに参加されたきっかけを教え
てください。 
 
 平成 20年、近鉄百貨店阿倍野店が創業７０周
年を迎えました。それを記念して、企業の社会貢
献活動として、環境保全のための活動を実施しよ
うという思いからスタートしました。 
 近鉄百貨店の商業圏内で、近鉄沿線で CSR活動
に取り組みたいという思いがありました。 
 アドプトフォレストは、単なる CSR活動だけで
無く、従業員やその家族のレクリエーションとし
ての側面も持ち、さらに温暖化対策として、社会

に貢献できる活動を⾏うことで、より⼀層企業の
イメージアップにつながる活動だと感じていまし
た。 
 
 
アドプトフォレストに対する、社内での評判はい
かがですか。 
 
 現在、活動の参加者は３０名ほどです。 
 ⼀度参加した⼈たちには、「普段できない体験が
できる」と非常に好評です。また、社内で創業７
０周年の記念イベントとして認知されているので、
参加者の上司も快く活動に参加させてくださいま
す。 
 参加するまでは前向きな気持ちでは無かった人
も、実際に活動してみると、楽しいと感じてくれ
ているようです。参加した⽅の評判が良いので、
クチコミで広がり、新しい参加希望者が増える、
ということもあります。 
 
 また、活動を通じて河南町の方とやり取りをさ
せて頂くようになり、⽉に⼀度、河南町の朝採れ
の野菜を販売する朝市をさせて頂くようになりま
した。 
 これも、アドプトフォレスト活動がきっかけで
始まった交流から⽣まれたものです。 
 
 

  
 
 



アドプト活動の成果や、活動に取り組んで良かっ
たと思える点はどんなところでしょうか。 
 
 現在、社内のいろいろな部署の方が活動に参加
してくれているのですが、森づくりの活動を通じ
て仲間意識が広がり、これまで無かった新しいつ
ながりが増えていることです。 
 さらに、この活動を通じて、普段実感しにくい
「社会貢献」ができている、という感覚を実感で
きることが大きいと思います。 
 
 
森づくりを進めていく上では、⻑期的な視点が⼤
切だと思いますが、⻑期間モチベーションを維持
するためのポイントはどのような点だと思われま
すか。 
 
やはり、普段なかなか体験できないことを体験

できるので、活動自体が楽しい、ということが大
きなポイントだと思います。参加者のクチコミか
ら新しい参加者の輪が広がれば、モチベーション
アップにつながります。 
また、百貨店の販売業務は、四季を通じて室内で
仕事をするため、季節の移り変わりを感じる場面
が少ないですが、森づくり活動では外の空気に触
れ、思いっきり身体を動かすので、気候の変化を
肌で感じることができるのも魅⼒だと思います。 
 

 指導してくださっている「NPO法⼈⾥⼭倶楽部」
さんの提案で、活動の後にかき氷をつくったりバ
ーベキューをしたりと、レクリエーションの要素
も取り入れていることが、参加者にとって一層の

魅⼒になっていると思います。 
 
これからの森づくり・アドプトフォレスト活動に
対する思いをお聞かせください。 
 
 私も参加してまだ１年ですが、参加してみない
とおもしろみが分からないので、今参加している
方だけでなく、ぜひたくさんの社員に参加しても
らいたいと思っています。そして、植樹した木に
たくさんの花が咲くようになれば、近鉄社員の花
⾒会を開催したいです。 
 参加メンバーは、毎回７割くらいは経験者で、
３割くらいの方が、新しい参加者です。山の中で
の活動は、チームワークが要求されます。森づく
り活動でチームワークを強化し、それがお店での
チームワークにつながれば理想的ですね。 
 
 
最後に、⼤阪府アドプトフォレスト制度や森づく
り活動全般に対するご意⾒・ご要望があればお願
い致します。 
 
実際に活動に参加してみて、本当に活動の楽し
さを実感しました。これは山に入ってみないとわ
からないことで、これからはぜひたくさんの人に
このおもしろさを体験してもらいたいですね。 
いまのお子さんは、あまり話さないことが多い
ように思いますが、山での活動はコミュニケーシ
ョン能⼒の向上にもつながると考えています。 
子どもたちや、親御さん達にも、ぜひ若いうち
に山に入ってもらい、自然に親しむ機会を持って
もらいたいと思います。 

 
 

 アドプトフォレストをきっかけに、「朝市の開催」など森づくり以外の分野でも、地元の皆さん
と新たな活動を展開されていることを、頼もしく感じました。 
活動地周辺は、桜の歌を多く詠んだ⻄⾏法師終焉の地として知られています。歴史ある地で、

株式会社近鉄百貨店さまが植えられた桜が大きく育ち、新たな桜の名所となることを願っていま
す。 
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